
《黙祷》

八戸南ロータリークラブ第 19 代会長

畠舘　敏美様　平成 29 年 2 月 24 日ご逝去

《会長要件》吉田立盛会長

　例会の冒頭で黙祷しましたが元会員

の畠舘さんがお亡くなりになられまし

た。橋本会員、慶徳会員と畠舘さんは

チャーターメンバーで、クラブの創設

から貢献していただいた畠舘さん亡く

なられたのはすごく寂しい気持ちで

いっぱいです。昨日の葬儀においでの村上会員から

思い出話をお聞きしたのですが、畠舘さんは気が強

くてよくやり合ったものだ、喧嘩相手がいなくなっ

て寂しくなったというようなことをおっしゃってい

ました。当クラブでは私が入ってからファイヤーサ

イドミーティングがほとんどなく、山田さんにしろ

畠舘さんにしろ先輩会員から膝を交えてお話を聞く

機会がなかなかなかったので、次の会員卓話では先

輩ロータリアンからいろいろ聞く機会を作ろうかな

と思っています。畠舘さんのご冥福をお祈り申し上

げます。

　今日の例会はクラブ組織運営委員会担当例会です、

鈴木委員長よろしくお願いします。小原さん橋本さ

んのお話し楽しみにしています。先週の土曜日地区

の会員増強セミナーが青森であり行ってきました。

地区の入退会のデータがありましたが、2830 地区は

41 クラブ ( 現在は 40 クラブ ) ありますがその中の

10 クラブしか会員が増えていません、31 クラブは現

状維持あるいは減っている状態です。今日は会員増

強の話、退会防止の話をお聞きできるかなと思って

います。私も会員増強に頑張っていますが、この通

り人徳がないせいでなかなか増強もままなりません。

皆さんもお知り合いに声をかけていただいて、会員

が増えていくようにご協力お願い致します。

《本人誕生日》　　　　　　《結婚記念日》

赤穂会員、慶徳会員　　　久保田会員、赤穂会員

小原会員、米内会員　　　鈴木会員、三浦晃会員

桜田会員　　　　　　　　慶徳会員

《幹事報告》平光幹事

・RI 日本事務局財団室ニュースが届いて

います。

・インターアクト年次大会報告書、イン

ターアクトの翼・台湾訪問記録誌が届い

ています。

・南グループ IM 及び懇親会参加のお礼

が届いています。ロータリー財団 100 周年川柳大会

の寄付金総額は 108,816 円で年次基金に各クラブ名

義で寄付され、八戸南ロータリークラブ分は 14,000

円でした。ご協力ありがとうございました。

・第 9 回理事・役員会報告、4 月のプログラムについ

て協議し、4 月以降のプログラムはパークホテルの

工事の関係で年間スケジュールとだいぶ変わります

ので来週までに新しい例会の日程を作成して配布し

ます。蕪嶋清掃は 4月 30 日 ( 日 ) に決まりました。

《ニコニコボックス》山﨑委員

平光幹事 : 鈴木委員長、小原さん、橋

　　　　本さんよろしくお願いします。

鈴木会員 : 薬局業務、無事引きつぎま

　　　　した。本日は小原さん、橋本

　　　　さんよろしく !

小原会員 : 久しぶりの卓話で緊張して
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　正会員数 41 名。本日の出席は免除

会員３名を含む 28 名。出席率は 80％

です。前々回の例会は出席率 73％で

した。

《出席報告》原委員長

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１）真実か どうか
２）みんなに公平か
３）好意と友情を深めるか
４）みんなのためになるか どうか 石橋職業奉仕委員長



　昨日、畠舘元会長の葬儀に参列してきましたが、

入会したときは、まさに畠舘会長、北村幹事の年度で、

畠舘さんもとても元気でした。北村さんが名幹事で、

畠舘会長が、年度終了間際の会長要件で、もう１年

会長をやってもいいな、というお話をされていたこ

とを覚えています。

　入会すると、早速、同じテーブルで、ファイアサ

イドミーティングを開いてくださり、先輩会員の皆

さんが優しく接してくださいました。橋本さんや、

原田さんが、参加してくださった記憶があります。

当時は、例会出席が厳しく、入会して何度か無断欠

席をしたところ、大沢先生から、｢例会に出席するか、

メイキャップを行ってください｣と、諭された記憶が

あります。

　その後、出席委員長や職業奉仕委員長を拝命し、

1998－99 年度に黒田先生が当クラブ初めてのガバ

ナーに就任なさったときには、ガバナー事務所の会

計長を拝命し、近藤地区幹事長の指揮のもと、橋本

さん、石橋さん、佐々木さん、三浦晃さん、鈴木さん、

北村さん達の地区幹事と一緒に仕事をさせていただ

きました。

　2000 年 5 月、鈴木一史会長のときに、黒田先生の

盟友である南浦項ロータリークラブの李東均さんが

地区ガバナーをお務めになり、地区大会に出席する

ために、初めて浦項を訪問しました。鈴木会長以下、

10 名以上が参加したと思います。確か、マイクロバ

スで仙台空港に行き、仙台から金浦空港、浦項のルー

トでした。バスの中で、先輩会員の色々な話を聞き、

浦項やソウルでも楽しませていただきました。翌年

は、音喜多会長のもとで姉妹クラブ委員長をおおせ

つかり、再調印のために来八した南浦項メンバーと

の連絡窓口を務めました。

　しかし、2003-2004 の原田会長年度から、大沢会

長年度、石橋会長年度までの 3 年間は、県の監査の

仕事と重なり、7 月から 12 月までは出張が多く、ほ

とんど例会に出席できなくなりました。例会を休ん

でいると、出席しにくくなり、さらに休むという悪

循環でした。

　久保田年度、長嶺年度から、少しずつ例会にも顔

を出すようになりましたが、例会に出てもほとんど

話もせず、すぐに帰るというパターンでした。

こうなるとロータリーが面白くなくなり、退会を考

えるようになりました。スポンサーである大沢先生

には大変申し訳なかったのですが、ある年度の終了

時点で退会しようと思っていました。退会届の提出

をしようかなと思っているときに、ある会員から私

宛に電話がかかってきました。

　｢小原さん、退会するっていう話を聞いたけど本当

ですか？経済的事情でやめるなら仕方ないけど、そ

うでなければ、皆で一緒にやろうよ。｣というような

電話でした。それで退会を思いとどまったところ、

三川先生から、何か理事の一つを手伝ってもらいた

い、という話があり、三川会長年度の職業奉仕委員

長となりました。

　三川年度の 11 月、会長ノミニーの選考が難航して

いるという話がありました。指名委員会の招きに応

じてホテルに行ったところ、会長ノミニーに就任し

てください、皆でバックアップしますからと言われ、

　　　　おります。よろしくお願いします。

西村会員 :小原さんの卓話を楽しみにしています。

奥様誕生日 :慶徳会員、赤穂会員、小原会員、

　　　　　　米内会員、桜田会員

結婚記念日 :慶徳会員、鈴木会員、三浦晃会員、

　　　　　　赤穂会員、久保田会員

《コミュニケーション委員会》三浦晃委員長

　ロータリーの友 3 月号をご紹介しま

す。23P に「衛星クラブの不思議な力」

という八戸中央クラブの中村さんの記事

が載っています。30P のガバナーのペー

ジには長嶺ガバナーの「戦略計画をクラ

ブに根付かせる」という記事が載ってい

ますので是非お読みください。

　第 3 ゾーンポリオ撲滅ゾーンコーディネーター松

本祐二様からのメールをご紹介します。

　アフガニスタンで本年 1 月 12 日にポリオが発生し

ていました。パキスタンでは昨年 12 月 21 日の発症

が最後です。ナイジェリアは昨年 8 月 20 日の発症が

最後です。日本政府が 3,330 万ドルの緊急のアフリ

カへのポリオ根絶活動に使うためのお金をユニセフ

に寄付しました。後日詳しい内容が日本語で発表さ

れます。ロータリアンの寄付とともに我々がアドボ

カシー活動をして一気にポリオを根絶しましょう。

《国際奉仕委員会》小笠原米山担当副委員長

　先週皆様に寄付をお願いしたところ

早速西村会員から寄付をいただき、今

日は吉田会長と大橋会員からいただき

ました。ありがとうございました。米

山では毎週受け付けておりますので皆

様のお心をお願い致します。

《クラブ組織運営委員会》鈴木委員長

　クラブ組織運営委員会にはいろんな委

員会がありますが、先ほど会長がお話し

したように会員増強というのが、なかな

か大変なところがありますので、今日は

会員増強、委員長は山田さんだったので

すがお亡くなりになられましたので、橋

本さんに引き継いでいただいておりますので橋本さ

んと、ロータリー情報・退会防止委員長の小原さん

にお話をしていただきたいと思います。

《ロータリー情報・退会防止委員会》小原委員長

　今年度、ロータリー情報・退会防止

委員会委員長を拝命している小原です。

　クラブ組織運営委員会委員長である

鈴木副会長から、何かしゃべってくれ、

という御指示がありましたので、拙い

話をさせていただきます。

｢退会防止｣というテーマで何を話そうか悩んだので

すが、自分のことを話さざるをえないと思い、恥を

忍んでお話します。

　私は、平成 6 年（1994 年）1 月に、大沢先生と森

先生をスポンサーとして、当クラブに入会しました。

久保田さんと同時入会です。



断りきれなくなって、急転直下会長ノミニーを受諾
しました。
　2013－2014 年度の会長時代は、理事役員の皆様、
とりわけ、幹事の清川さんと会計の伊藤さんには、
一方ならぬお世話になりました。
会長になると、必然的に他の会員や他のクラブとの
接触が多くなり、だんだんと、例会に出席するのが
楽しくなりました。
　月並みな結論ですが、退会防止にはやはり親睦が
大切だと思います。

　２、３年前に出席した地区の会員増強セミナーで、
印象に残った言葉があります。退会防止には、｢火の
用心運動｣、｢一声かけ運動｣が大切だということです。
例会にあまり顔をみせない会員や新しい会員に一声
かけて、貴方が大切な仲間であることを伝えましょ
う、ということです。
　新しい会員には、まず親睦、その後ロータリー情
報の提供が大切だと思います。
　また、ベテランの会員に対しては、何らかの｢お役｣
についてもらうことが大切だということです。何ら
かの役職につくと、他の会員との連絡が必要になり、
関係が密になり、ロータリーの楽しみが増えるとい
うことです。
　他のクラブでは、趣味の会、同好会への参加を呼
びかけているという話もありました。
　先日、出席した南グループのＩＭで、第 2840 地区
ＰＧの本田様が講演をなさいました。会員増強には、
クラブの活性化、クラブの魅力作りが大切で、その
ためには、クラブの戦略計画を策定することが重要
だということでした。クラブの戦略計画については、
長嶺ガバナーや吉田会長から、後日お話があると思
います。

《会員増強委員会》委員長代行橋本会員
　久しぶりに壇上に上がりました。山田
さんが亡くなられた後の会員増強に指名
されました。私の役割は無いし静かに邪
魔にならないようにという思いで過ごし
てまいりましたが緊急事態と思いお引き
受けしました。今年度は我がクラブから

長嶺ガバナーを輩出しております。大変大事な年度
であります。大概こういう時には勢いをつけて拡大
されているクラブが多いのですが残念ながら我が南
クラブ、4 名の会員が減ってしまいました。まだ長
嶺年度残っていますので、長嶺さんに頑張っていた
だくと同時に我々もひと踏ん張りして会員拡大しな
ければならないなと思っています。山田さんもロー
タリーが大変大好きで、高齢でありましたけれども
元気で過ごしていろんな形で頑張っていただいたの
で本当にそういう意味ではクラブにとって残念でな
りません。畠舘さんはチャーターメンバーでありま
したし、40 年間無欠席で頑張ってきた方であります
ので高齢といえどもまだまだ続くものと思っていま
したけれども、お聞きしたところによると車にぶつ
かったのが原因だったようですが、まだまだと思っ
ていたのが急遽のことで残念でなりません。あとの
方では岡山さんと法官さんですがそれぞれの事情が
ありやむなく退会となりましたが、それぞれクラブ

のために一生懸命頑張っていただきました。法官さ
んの方には大澤さんと通じながら後任の方のご紹介
をお願いしているところです。この大事な長嶺年度
では私も十分なお手伝いはできませんでしたけれど
も、吉田会長さん、平光幹事さん、若い会長幹事コ
ンビ、そして地区の方では熊谷さんとか伊藤さんと
か、そしていろんな意味でのご意見番の近藤さんが
前の幹事長としての役割を心配して、いろんな形で
バックアップしアドバイスをいただきました。そう
いう関係で人数は減りましたけれども、前半の大事
な長嶺年度の主要な行事を無事終えられたというの
は大変素晴らしいことだと思います。
　今 41 名の会員ですが、私は前々から出席は大体
70％くらいだろうと思っています。そして本来ここ
に出席する人が少なくても 35 名くらい、できれば
40 名くらいの会員が出てくれば活発な会議が持たれ
ますし情報交換もできますし、来た方にも大変楽し
い会合が持たれます。そうしますと少なくとも50名、
50 名ですと 35 名くらいになりますので最低でも 50
名くらいの会員が必要だと思っています。我々は古
いものですから、年取って終わりだと思っていたの
ですが、若い方々が頑張っていただいており素晴ら
しいことだと思っております。年代のギャップがあ
りますので、なかなか我々の方からお声をかけると
いうことがしにくかったのですか、吉田立盛会長さ
ん、吉田賢治さん、大橋さん、今、西尾さんや山﨑
さんからもお聞きしましたが、入るときにはどうい
う会なのか非常に抵抗もあったし、心配もあった、
しかし、来てみれば和やかでということを言ってお
られましたので、そういうことも含め入る方の心配
を取り除いて、是非にということをしていかなけれ
ばと思っています。先程、小原さんが自分の体験等
をお話して、心情、それからクラブの活動のことな
どもお話ししましたが、これからの活動の大事な示
唆につながるものだと、小原さんの話を聞いて、成
るほどだなと思っていますし、皆さんもそういう意
味で、そばの方に声をかけてください。西尾さんも
初めてお声がかかってお入りになったということで
すが、あなたのそば、若い方のそばの方で、ロータリー
に入りませんかと言えば、いやいや私はという思い
の方が多いのではありますが、自分の体験で、実は
こうだよ、いろんな方がいて勉強になるよと、そう
いうこと等、お声をかけていただければと思います。
後、残すところ 4 か月しかないですけれども、皆さ
んのお近く、友達とか仕事の関係の方にお声を是非
かけていただいて、何とか１人でも２人でも今年度
中に退会した方々の分を補充したいなと思っていま
す。
　今日はスケジュールが立て込んでいて出席が難し
かったのですが、皆様に拡大のお願いをしたくて出
てまいりました。是非もう一度皆様のお近くのお友
達、仕事の関係の方などを見回していただいて、ロー
タリーに入るといろんなことで勉強になるよ、自分
の普段お付き合いのない方々、先輩も後輩もいます
けれども、そういう方と交流して自分を高めること
が出来ますよと、お伝えしていただいて、皆様のご
協力で１人でも、２人でも拡大したいと思っていま
す。よろしくお願い致します。
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